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ろう｣と指摘 していることに,わた くLは強 く同意す



















だが,1964年 6月30日という最 も新 しい貸借対照表
を見るに,タイの商業銀行 (タイで設立16行,外国本
店のもの13行,計29行)の,資産総合計が15,811百万



































て僅かである｡ 著者は第 3章において, 東南アジア
の国際関係 を 世界政治 における ｢従属的 システム｣
(Subordinatestatesystem)と考え, その特徴
を,(1)その国力の弱さ,(2)地域を統合する機関の不
足,(3)その構成メンバーの問の統合の欠如をあげ(そ
れはコミュニケーションと輸送の不足と関係する),
その結果としてシステムが ｢支配的システム｣によっ
て浸透されていると言う｡第 6葦 もまた同じような問
題をやや詳しく,そしていささか描写的に扱 ってい/-:'
が,そこでも著者は東南アジアが他の領域からの圧力
に押される ｢低気圧地帯｣だというコラ･デュ･ボア
の意見に矧茂し,東南アジアは第 1次侶界大戦前のバ
ルカンに似ていると言う｡そ仁)貧閃さを考えると,｢東
南アジアは未来の柑界U'jアキレス鍵であるJという若
者の言葉は,傾聴に償いする警告であると言えよう｡
(高坂j土尭)
Hanks,Jr.L.M.:MeritandPowerin
theThaiSocialOrder,AmericanAnthro-
pologist,vol.64(1962),No.6,1247-1261.
センター関係の方々が接触されることの多いタイ国
人についてのべた論文 にめぐり合 ったので紹介しよ
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う｡この論文は,タイ国には基本的に社会秩序を支え
ているものとして功徳 (merit)と力 (power)の要
因があると説 く｡社会秩序の維持にはむろん経済的 ･
政治的要因が大きな支えになっているし,ことにわれ
われの社会では多 くの場合それ以外の要因をさほど重
要視しないとさえいえる｡したがってここで説かれて
いることは, われわれには奇異に思われるほどであ
る｡だがこういう社会もあるのだ｡まず功徳について
は次のようである｡
目指すことを成功させること,苦痛をまぬかれるこ
と,この点の能力に差があることによって世界にはお
のずから序列ができあがっている｡まず大きくは神々
と天使が人間の上に位し,人間の下に他の動物が位置
するという序列があるが,人間の間にも同様の理由に
よって序列が生ずる｡この能力の発生は功徳に依存す
る｡功徳は利心なきことと表裏をなし,他に恵むこと
によって功徳は積まれる｡功徳を持つことが決定的に
重要なことであるから,当然恵むことが大いに所望さ
れるっ恵もうとする構えはタイ国人には恒常的なもの
になっている｡人はこの功徳の増減によって序列の中
を上下する｡そして恵む人とそれを受ける人とによっ
てこそ集団が誕生し,集団内はつねにこの関係が軸に
なっている,と｡このようにのべる功徳は,身分的上
下の人間関係を排する道徳的理念であると解される｡
これに対 して,力は誰にでもある道徳的には中性的
な個人の能力のことで,持ち前の能力や経験.知識の
もたらす能力である｡宇宙的原理ともいえる功徳のほ
たらきに比べたらこれのはたらきはよわい｡たとえば
力によって娘を短期口説 くことはできても,永続的結
婚を成りたたせるのは功徳である｡そういう差はある
が,タイ国人にはつねにこの ≠力'を肯定する構えも
あって,非道徳的に利を追って左に右に浮動する傾向
がつよい｡われわれから見れば忠誠とか誇りの意識が
あまりないとさえいえる｡
こうした社会ではおのずから血縁者が相寄り,そこ
では相互敬愛の心が失われてはいない｡上記 した力の
承認がここでも見られ, ときに離反 することはある
が,しかしやはり上の心がたしかに離反のスピー ドを
にぶらせている,と｡
この論文は人々の意識面のうどきに最大の注意を払
い,したがってなかなか微妙な捉え方を試みていて,
社会秩序ないし社会統制の把捉を目指す課題に関連 し
て興味ふかいものを示している｡
かつてベネディクトが日本人について禁欲的倫理的
側面と享楽的放縦の側面とを指摘 した｡所詮個人にお
いてもつねに消え難い矛盾相魁の二つの側面ではあ
る｡両名ともいわばそれをついたといえるが,現実に
社会の中で個人的にも集団的にもどのようにこの相魁
が調整され生活の秩序が保たれているのか,より大き
な関心はむしろそこにある｡もっとも本論文は最初か
ら目標をそこにおいていたのではなかった｡
(築島謙三)
HlaMyint:TheUniversitiesofSouiheast
AsiaandEconomicDevelopment,inPacific
Affairsγol.xxxv,No.2,Summer1962,
pp.116-127.
教育の経済的価値あるいは投資的意義が今日ほど高
く掲げられた時代は未だかつて なかったと言ってよ
い｡この論文も,大学教育を経済発展と関連づけて考
察 しようとしている点において,一連の教育投資論と
軌を一にするものである｡ただ,東南アジアの教育問
題が主として初等段階に集中している現在,高等教育
の具体的問題をとり上げたところに意義がある｡
植民地時代における東南アジアの大学は,送り出す
卒業生が余りにも少なく,また職業教育や技術教育を
犠牲にして高等普通教育 (liberaleducation)の比重
を重 くしすぎる傾向があったが,戦後そのあり方が批
判され, 大学の理念そのものが 問題とされるに至っ
た｡しかし,大学がそのような基本的な問題を考え,
それぞれの国の特殊な要求に適 した新 しい型の大学の
概念を体系的に作り出す前に,これらの大学は押 しか
けて くる学生数のためにふ くれ上がってしまった｡こ
のため大学はすしずめ状態となり,これが大学の水準
を低下させ,経済発展をも阻害する結果になっている
と言う｡
したがって,大学教育が効果的に経済発展に寄与し
得るためには,確かに,著者の指摘するように,東南
アジアのほとんどの大学においてみられるこの詰め込
みによる ｢交通難｣(trafficjam)を緩和する実際的
な方法を見出し,いろいろな面での需要と供給のバラ
ンスを確保する必要があるであろうし,また,教育支
出のどれだけが実際に経済発展を促進するのか,そし
てそれらの教育支出は他の経済発展計画にどのように
- 124-
